
皆さんの身近な話題を多賀城NOWに寄せてください。
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多賀城ホットトピックス !

12日21日、「ベガルタ仙台サッカー教室」がさんみらい
多賀城イベントプラザ（STEP）で開催され、小学生62人が
参加しました。ゲストコーチとして、梁

リャン
勇
ヨン

基
ギ

コーチと本市出
身の郷家友太選手が参加しました。

参加者は、プロ選手の技術や心構えを間近で体感し、
夢や目標に向けて大きな刺激を受けた１日となりました。

終了後には、多賀城やかもち鍋が参加者に振る舞われ、
郷土の味に舌鼓を打ちました。

本市は、郷家選手のヴィッセル神戸での活躍を引き続
き応援しています！

プロ直伝！技術を磨く未来のサッカー選手たち

この度、多賀城市防犯協会連合会へ、公益社団法人宮
城県防犯協会連合会様から青色防犯パトロール車(青パ
ト車)が寄贈され、1月13日に引渡式が開催されました。

夕暮れ時などに青いパトランプを点灯して、地域の見
守り活動をしている青パト車は、夜間や悪天候の影響を
受けず、少人数で広範囲のパトロールが可能です。

地域の仲間と協力し、見守る力を高めることで、地域
の犯罪抵抗力の向上に役立っています。新車両の導入で、
さらに地域の防犯活動が強化されることが期待できま
す！

新しくなった青パト車で 防犯へ GO

本市と東京大学先端科学技術研究センターは包括連携
協定を結ぶこととなり、１月16日にその締結式がありまし
た。本市では18例目の包括連携協定で、同センターと自
治体との締結は本市が県内初となります。

杉山正和所長からは「多賀城市の多様なステークホル
ダーの皆さんと一緒につながり、さまざまな実験を展開し
ていきたい」とあいさつがありました。

令和８年度は「VR吹矢を含むオーラル・フレイル予防コ
ンテンツの開発・市内実装実験」などを実施予定です。　

同センターが研究する科学技術で課題解決をお手伝い
いただき、その知見を活かしたまちづくりを進めます。

つながる 東京大学×多賀城市

1月19日、山信商事株式会社様（代表取締役　山
やま

田
だ

翔
しょう

様）から、多賀城南門・国宝多賀城碑３Ｄデジタル映像を活
用できるアーカイブライセンスを寄贈いただき、その贈呈式
が行われました。

山田様からは「地域の大切な歴史を守り、その魅力を
知っていただくことは地域の発展につながるので、ぜひ観
光や教育に役立てていただきたい」との思いが伝えられま
した。QRコードを読み込むと、デジタル映像により復元
された多賀城南門や多賀城碑が目の前に現れますので、
ぜひご覧ください！

デジタル技術を活用した新しい歴史体験
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１月31日、「スポーツ栄養・食育セミナー」が、中央公民
館で開催され、中学生親子９組が参加しました。

第一部は「ジュニアアスリートの栄養」の講義を受け、運
動は身体に良い影響だけではなく、同時にエネルギーや筋
肉などを消費するため、「しっかり食事（栄養）→運動→休
養（睡眠）」の繰り返しが効果的な身体づくりの秘

ひ
訣
けつ

と学び
ました。

第二部は調理実習に親子で挑戦！パフォーマンス向上
＆疲労回復に欠かせない「タンパク質」や「カルシウム」「鉄
分」「ビタミン」をたくさん取り入れた簡単な料理４品を親
子で一緒に調理し、しっかり実食しました。

宮城県の産業発展や地域経済の活性化に貢献した企
業、個人に贈られる「第14回富県宮城グランプリ ものづ
くり産業振興部門賞」に、日本積層造形株式会社様（八幡
字一本柳）が選ばれました。

２月17日の表彰式では、大竹卓也代表取締役社長が宮
城県知事から賞状を授与されました。

金属３Ｄプリンティング技術で、ものづくり産業の発展
に貢献し、また、月面探査機「SLIM」にも衝撃吸収材が採
用されるなど、その高い技術力が今後の発展に大きな期
待が寄せられていることが評価されたものです。

親子で食と身体づくりのメカニズムを学ぶ

㊗受賞 多賀城発の先端技術

２月５日、高校生に政治や選挙への関心をもってもらう
ために、宮城県多賀城高等学校の２年生234人が参加した
出前授業がありました。

多賀城市選挙管理委員会が若者の政治参加を促すNPO
法人ドットジェイピーとともに企画し、大学生メンバーが講
師を務め、選挙の意義や制度内容を解説しました。模擬投
票では３人の立候補者が自分の政策を述べ、最後に実際の
投票箱を使い、生徒一人ひとりが一票を投じました。生徒か
らは「投票の大切さが改めて理解できた」や「投票箱へ投票
用紙を投じる際に緊張した」などの意見がありました。今後
の選挙で一票を投じる意識が芽生えた授業となりました。

大学生が高校生に「選挙」の大切さを伝える

西部地区では、町内会ごとに「となりぐみ」という６つの協議体が活動し、
年に１回「やっぺし！となりぐみ」という全体会を開催しています。

今年度は西部地域を詠んだ地域カルタを作成しました。
昨年12月のお披露目会では、46の詠み句の中から好きな句を投票。「花

見なら 七北田川の 土手桜」が大賞に選ばれました。
今後は貸し出しを予定しており、参加者からは「地域の子どもたちとやっ

てみたい」「高齢者のお茶のみの場でやりたい」との声があがりました。
地域住民や子どもたちに西部地区の歴史や魅力を発信していきます。協議体とは・・・

誰もが住みやすい地域を目指し、話し合い、行動し、地域に働きかけることを目的とした話し合いの場です。

西部地区の「となりぐみ」が集結！
～やっぺし！となりぐみ～

つなぐ、つなげる、地域の輪
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